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	京都府立京都障害者高等技術専門校
	オフィスチャレンジ科 ＩＴコース
	「障害者雇用での企業就労」を目指す方のための職業訓練
	入校前
	働くことに対する不安
	・障害を開示せず(クローズ)就労したが続かず、次は障害者求人で就労したい。 ・仕事をしていない期間があり、社会復帰することに不安がある。 ・就労経験がなく、就職活動をどのように進めればいいかわからない。 ・自分の障害特性で、どのように働いていけばいいかイメージできない。
	障害者雇用で、まず求められることは、 自身の特性をきちんと理解しているか（自己理解）です。
	（自分のことを　 　よくわかっていない…）
	△△が苦手ですが、〇〇はできます。 苦手なことは、□□で対応しています。
	自分にできること、できないことが 明確であれば、企業は特性に応じて、 仕事を頼むことができる。
	どんな人かわからない人 を企業は採用できない。

	訓練を 受ける
	オフィスチャレンジ科　3つの方針
	自己理解
	自分を知る
	仕事 基本スキル

	仕事の基本スキルを身に付ける
	専門スキル

	専門スキルを身に付ける
	訓練を通して、自身の特性（得意なこと、苦手なこと など）を知り、自分に合った就労を目指す。
	どのような仕事にも必要な「考える力」「協働する力」 などを身に付け、仕事の基礎力を高める。
	業務を遂行するために必要な知識や技能を身に付けて、 人材の価値を高める。
	修了後
	・自分に合った働き方で ・自分の能力を活かして


	就職
	職業訓練を通して自己理解を深め、仕事の基本スキルを身につけることで、 自分に合った就労を目指す。


	ＩＴコースの訓練内容
	主な訓練科目
	専　門
	社会生活
	就　職
	１．ＩＴビジネス論 ２．オフィスソフト基本実習 ３．Ｗｅｂ制作実習 ４．ネットワーク実習 ５．ロジカル思考演習 ６．社会生活スキル演習 ７．就職対策演習
	未経験でも心配ありません。 基礎からじっくり取り組みます。
	訓練では、「①個別課題」、「②グループ課題」を通して、自己理解を深め、企業就労で求められる「仕事基本スキル」や「専門スキル」を身に付けていきます。

	②グループ課題の進め方
	３人以上が１台のＰＣの前に座り、意見を出し合いな がら問題を解決していく。
	ねらい：・他の人と協働して仕事を進める力を養う。 　　　　・メンバー同士で知識やノウハウを共有する。
	チームで意見を出し合いながら、 皆で楽しく課題をクリアしていきましょう。
	訓練の目的：・ビジネス文書やデータ活用、プレゼン資料な 　　　　　　　ど、企業実務で役立つスキルを身に付ける。 　　　　　　・指示通り正確に作業する力を身に付ける。


	３．Ｗｅｂ制作実習
	訓練の目的：・Ｗｅｂ制作に必要なＨＴＭＬ・ＣＳＳの基 　　　　　　　礎知識を身に付ける。 　　　　　　・指示通り正確に作業する力を身に付ける。
	課題サンプル：ＨＴＭＬ
	訓練の目的：・ネットワークの基礎知識を身に付ける。 　　　　　　・問題を切り分ける力を身に付ける。 訓練の内容： ①実際の機器を用いて、構成図通りの簡易ネットワークを 　グループで構築する。 ②通信トラブル発生時に、原因の見つけ方と対処法を学ぶ。



	５．ロジカル思考演習
	６．社会生活スキル演習
	周りの人と対話する中で

	７．就職対策演習
	適性検査や就労に向けてのチェックシートなど自己分析の手がかりにするためのツールを指す。 ここでの「アセスメント」は、「評価する」という意味よりも「就労を支援するために必要なニーズや課題等を明らかにし、必要な支援や配慮を検討する」という意味で用いている。
	①ジョブ・カード
	これまでのキャリアを振り返り、活かせる能力・強みなどを整理することで、今後どのようなキャリアを歩みたいかを考える。

	③キャリアインサイト
	興味、能力、価値観等を多角的に自己理解し、職業選択に役立つ適性評価、適性に合致した職業を検討する。

	④一般職業適性検査（GATB）
	訓練を通して．．
	訓練を通して．．
	訓練を通して．．



